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「
死
神
の
理
り
と
人
間
の
誉
れ
』

　
　
　
ー
ド
イ
ツ
人
文
主
義
の
濫
鰯
1

　
一
四
〇
〇
年
八
月
一
日
、
ボ
ヘ
ミ
ア
西
北
部
エ
ー
ガ
ー
河
畔

の
国
王
都
市
ザ
ー
ツ
の
町
で
、
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
と
い
う
名
の
一

人
の
女
が
恐
ら
く
は
産
褥
熱
の
為
、
幼
い
子
供
達
を
残
し
て
他

界
し
た
。
当
市
の
書
記
役
で
あ
り
学
校
長
で
も
あ
っ
た
夫
ヨ
ハ

ネ
ス
は
、
そ
の
死
を
悼
み
、
そ
の
不
条
理
を
難
じ
て
、
一
篇
の

散
文
を
草
し
鎮
魂
の
書
と
し
た
。
今
世
紀
に
発
掘
さ
れ
た
一
通

の
書
簡
か
ら
、
そ
の
成
立
が
同
月
二
三
日
以
前
と
推
定
さ
れ
る

こ
の
書
は
、
そ
の
後
『
ボ
ヘ
ミ
ア
の
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
』
と
通
称

さ
れ
て
揺
藍
本
時
代
に
流
布
し
、
今
日
で
は
ド
イ
ツ
初
期
人
文

主
義
の
代
表
作
、
あ
る
い
は
ル
タ
ー
以
前
の
最
も
優
れ
た
初
期

新
高
独
語
散
文
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
既
に
種
々
の
角

度
か
ら
論
及
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
の
書
の
全
貌
を
改
め
て

新
　
　
井

皓
　
　
士

と
ら
え
、
同
じ
く
十
五
世
紀
に
多
様
な
痕
跡
を
残
し
た
「
死
の

舞
踏
」
及
ぴ
初
期
の
散
文
作
品
と
し
て
『
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
』
と

並
ぴ
称
さ
れ
る
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
プ
の
『
婚
姻

是
非
論
』
、
と
の
関
連
に
於
い
て
、
そ
の
特
性
を
解
析
し
よ
う
と

す
る
試
み
で
あ
る
。

　
さ
て
ユ
ウ
リ
ス
暦
一
四
〇
〇
年
は
、
時
の
人
に
な
ら
え
ぱ

「
世
の
始
ま
り
よ
り
数
え
て
六
五
九
九
年
、
人
の
子
の
生
ま
れ

給
い
し
よ
り
千
四
百
年
」
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
い
わ
ゆ

る
「
ヨ
ベ
ル
の
年
（
祝
年
）
」
で
あ
っ
た
。
既
に
カ
ト
リ
ヅ
ク
教

会
は
二
二
七
八
年
以
来
、
ロ
ー
マ
と
ア
ヴ
ィ
ニ
目
ン
に
別
個
の

教
皇
を
戴
く
大
分
裂
時
代
に
入
っ
て
久
し
い
と
は
い
え
、
ダ
ン

752



｛137）　『死神の理りと人問の誉れ』

テ
が
「
人
生
行
路
の
半
ぱ
」
に
暗
闇
の
森
を
さ
ま
よ
い
三
界
を

旅
し
た
二
二
〇
〇
年
に
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
八
世
教
皇
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
こ
の
百
年
毎
の
祝
年
に
は
、
格
別
効
能
あ
り
と

さ
れ
る
祝
年
購
宥
状
を
求
め
て
七
つ
の
丘
の
都
を
訪
れ
る
巡
礼

は
な
お
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
一
方
こ
の
年
八
月
、
ア
ル
プ
ス
の
北
、
ド
イ
ツ
の
地
で
は
、

い
ず
れ
ロ
ー
マ
遠
征
を
果
た
し
て
「
神
聖
ロ
ー
マ
」
皇
帝
位
に

就
く
は
ず
で
あ
っ
た
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
が
、
三
四
年
の
在
位

の
末
に
王
位
を
剥
奪
さ
れ
る
と
い
う
異
常
な
事
態
が
起
こ
っ
た
。

国
王
と
し
て
の
統
治
の
責
め
を
怠
っ
た
こ
と
、
教
会
大
分
裂
を

回
復
す
る
為
の
努
力
を
怠
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・

フ
ォ
ン
・
ネ
ポ
ム
ク
を
始
め
と
す
る
聖
職
者
虐
待
の
科
、
こ
れ

が
ラ
イ
ン
流
域
の
四
選
定
侯
が
あ
げ
る
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
罷
免
の

表
向
き
の
事
由
で
あ
っ
た
。
後
任
に
は
結
局
彼
ら
の
内
部
よ
り

プ
ァ
ル
ツ
選
定
侯
ル
プ
レ
ヒ
ト
が
選
ぱ
れ
る
が
、
国
王
戴
冠
は

正
統
的
ア
ー
ヘ
ン
の
地
で
は
な
く
ケ
ル
ン
で
行
わ
れ
、
ロ
ー
マ

遠
征
も
ま
た
成
就
せ
ず
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
、
ル
プ
レ
ヒ
ト
と
二

代
の
ド
イ
ツ
国
王
（
ロ
ー
マ
王
）
は
正
式
に
は
「
神
聖
ロ
ー
マ

皇
帝
」
を
名
乗
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
人
は
こ
れ
を
教
皇
と
皇

帝
を
頂
点
と
す
る
中
世
的
世
界
の
理
念
の
、
現
実
に
お
け
る
矛

盾
露
呈
の
一
端
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
ド
イ
ツ
国
王
位
を
剥
奪
さ
れ
た
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
は
し
か
し
、

二
歳
の
時
戴
冠
し
て
以
来
の
ボ
ヘ
ミ
ア
王
位
を
一
四
一
九
年
に

。
没
す
る
ま
で
辛
う
じ
て
保
っ
て
い
る
。
約
二
百
年
後
ル
ド
ル
フ

ニ
世
が
や
や
似
た
軌
跡
を
た
ど
る
の
だ
が
、
精
神
思
潮
史
上
こ

の
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
王
の
在
位
時
代
に
ボ
ヘ
ミ
ア
の
民
族
意
識
が

高
ま
り
、
：
二
四
八
年
創
設
の
プ
ラ
ハ
犬
学
か
ら
ド
イ
ツ
系
の

教
師
や
学
生
が
一
斉
退
去
し
て
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
創
設
（
一
四

〇
九
年
）
に
至
っ
た
り
、
フ
ス
派
の
信
仰
運
動
が
高
ま
り
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の

父
力
ー
ル
四
世
が
プ
ラ
ハ
を
王
城
と
定
め
て
以
来
、
ボ
ヘ
ミ
ア

に
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
他
の
地
域
に
は
み
ら
れ
な
い
異
文
化

間
の
緊
張
と
刺
激
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
』

の
作
者
ヨ
ハ
ネ
ス
は
こ
の
ボ
ヘ
ミ
ア
の
、
ド
イ
ツ
系
の
多
い
西

部
の
小
邑
テ
ー
プ
ル
（
マ
リ
ー
エ
ン
バ
ー
ト
近
傍
、
現
テ
プ
ラ
）

に
二
二
五
〇
年
頃
生
ま
れ
、
二
二
七
八
年
よ
り
一
四
一
一
年
ま

で
ザ
ー
ツ
で
市
書
記
、
公
証
人
、
学
校
長
と
し
て
活
動
し
、
そ

の
後
プ
ラ
ハ
新
市
の
書
記
長
と
な
っ
て
一
四
一
四
年
に
没
し
た
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と
捲
定
さ
れ
て
い
る
。

　
問
題
の
書
『
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
』
は
、
「
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
」
を
名

乗
る
人
間
と
死
神
が
奇
数
章
と
偶
数
章
に
分
か
れ
て
交
互
に
論

争
す
る
三
二
の
章
と
、
神
に
よ
る
裁
定
の
第
…
二
章
、
そ
し
て

亡
妻
を
哀
悼
し
冥
福
を
祈
る
直
接
的
ネ
ク
ロ
ロ
ー
ク
の
章
か
ら

成
る
。
こ
の
最
後
の
章
に
つ
い
て
は
二
橋
論
叢
』
第
六
七
巻

第
二
号
に
橋
本
郁
夫
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

も
は
や
賛
言
を
要
す
ま
い
。
そ
の
主
旨
は
こ
の
最
終
章
「
最
後

の
祈
り
」
が
、
ア
ク
ロ
ス
テ
ィ
ヒ
冒
ン
、
即
ち
折
句
な
い
し
沓

冠
（
く
つ
か
む
り
）
の
修
辞
法
に
よ
っ
て
作
老
ヨ
ハ
ネ
ス
の
名

を
明
か
し
、
そ
の
妻
の
名
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
も
ま
た
こ
こ
に
完
全

な
形
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
三
四
と
い
う
数
が

「
…
二
と
同
様
、
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
の
年
と
関
係
」
す
る
重
要
な

象
徴
数
で
あ
り
、
作
者
の
尊
敬
す
る
プ
ラ
ハ
の
文
人
宰
相
ヨ
ハ

ン
・
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ル
ク
ト
の
『
神
と
の
親
し
き
語
ら
い
の

書
』
と
も
関
係
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
「
一
見
枠
外
に
あ
る
よ
う

に
見
え
な
が
ら
…
…
内
容
的
に
も
形
式
的
に
も
…
…
な
る
べ
く

し
て
な
っ
た
」
第
三
四
章
で
あ
る
事
の
論
証
に
あ
る
。

　
『
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ビ
ー
ゲ
ル
』
の
場
合
も
そ
う
だ
が
、
ア
ク
ロ

ス
テ
ィ
ヒ
目
ン
に
よ
る
作
老
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
は
、
少
し
環

境
が
異
な
る
と
半
世
紀
も
経
た
ぬ
う
ち
に
一
般
に
理
解
で
き
ぬ

も
の
と
な
り
、
誤
解
な
い
し
無
頓
着
の
う
ち
に
伝
播
、
複
製
さ

れ
て
後
世
に
謎
を
提
供
す
る
こ
と
が
多
い
。
『
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
』

に
は
十
六
の
手
写
本
と
十
七
の
古
版
本
が
存
在
す
る
が
、
現
存

す
る
最
も
古
い
写
本
は
一
四
四
五
年
の
ハ
ー
ゲ
ナ
ウ
の
写
本
書

璋
ラ
ウ
バ
ー
の
広
告
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
、
最
古
の
印
刷
本
は

一
四
六
〇
年
及
ぴ
六
三
年
頃
の
両
バ
ン
ベ
ル
ク
本
、
次
が
一
四

七
三
年
の
バ
ー
ぜ
ル
本
で
、
以
後
少
な
く
と
も
印
刷
本
に
関
し

て
は
揺
藍
本
時
代
は
圧
倒
的
に
バ
ー
ゼ
ル
と
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ

ル
ク
を
中
心
と
す
る
上
ラ
イ
ン
地
方
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
バ
ー
ゼ
ル
本
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
な
ど
を
見
て
も
、
最
終
章

の
ア
ク
ロ
ス
テ
ィ
ヒ
冒
ン
に
は
全
く
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
諸
家
の
校
訂
・
再
建
テ
キ
ス
ト
の
中
で
は
ク
ロ
ー

ク
マ
ン
の
そ
れ
が
ア
ク
ロ
ス
テ
ィ
ヒ
目
ン
を
最
も
明
噺
に
示
す

も
の
と
し
て
定
評
を
得
て
い
る
。

全
編
は
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
に
よ
る
死
神
に
対
す
る
激
越
な
弾
劾
、
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「
諸
人
の
残
忍
な
抹
殺
者
、
全
世
界
の
悪
辣
な
迫
害
者
、
善
人
の

残
虐
な
殺
害
老
、
死
神
よ
、
御
身
に
呪
い
あ
れ
」
と
い
う
言
葉

で
始
ま
る
。
叫
ぴ
、
手
を
す
り
あ
わ
せ
る
よ
う
に
、
身
を
よ
じ

る
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
叫
喚
告
訴
の
形
を
と
り
、
言
葉
は
三

重
の
輸
を
え
が
き
畳
み
か
け
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
連
な
っ
て
い

く
。
怒
り
と
働
突
を
露
に
す
る
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
に
対
し
て
、
死

神
は
「
前
代
未
聞
の
談
判
だ
が
」
と
冷
笑
し
つ
つ
、
無
差
別
・

平
等
な
死
神
の
業
を
「
平
灰
も
韻
律
も
な
し
に
」
告
訴
す
る

「
こ
せ
が
れ
」
は
何
者
か
と
間
う
。
両
老
の
地
位
な
い
し
力
関

係
は
明
か
で
、
ア
ッ
カ
i
マ
ン
が
死
神
に
敬
称
（
ε
を
使
う
の

に
対
し
、
死
神
は
自
ら
い
わ
ゆ
る
尊
貴
の
複
数
（
三
H
）
を
用
い

相
手
を
ば
「
そ
ち
」
（
旨
）
扱
い
す
る
。
第
三
章
、
「
私
は
ア
ッ

カ
ー
マ
ン
（
農
耕
者
）
と
呼
ば
れ
る
考
、
鳥
の
羽
か
ら
成
る
が

私
の
鋤
具
、
住
む
は
ボ
ヘ
ミ
ア
の
く
に
」
と
い
う
答
か
ら
筆
耕

生
と
も
い
う
べ
き
作
老
の
姿
が
浮
か
び
あ
が
る
が
、
農
耕
老
は

人
祖
ア
ダ
ム
以
来
の
人
間
の
象
徴
で
も
あ
ろ
う
。
続
く
「
御
身

は
私
の
喜
ぴ
の
宝
、
第
十
二
番
目
の
文
字
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ヅ
ト

か
ら
残
虐
に
も
奪
っ
た
」
云
々
は
、
1
と
J
，
U
と
V
が
共
通

で
、
X
を
使
わ
な
か
っ
た
当
時
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る

M
、
す
な
わ
ち
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
を
意
味
し
、
同
様
の
手
法
は
次

章
で
死
神
が
ザ
ー
ツ
を
暗
示
し
て
「
一
八
、
一
、
三
、
二
三
」

の
四
文
字
か
ら
成
る
堅
固
で
美
し
い
町
と
い
う
時
繰
り
返
さ
れ

る
。
ボ
ヘ
ミ
ア
で
は
さ
ほ
ど
手
荒
な
事
は
し
て
い
な
い
が
、
と

い
い
つ
つ
死
神
は
そ
の
町
で
、
十
二
番
目
の
文
字
の
「
誉
れ
と

浄
福
に
恵
ま
れ
た
女
に
慈
悲
を
与
え
た
」
と
述
懐
。
亡
妻
を
讃

え
る
死
神
の
言
葉
に
感
情
の
一
段
激
し
た
ア
ソ
カ
ー
マ
ン
は
、

「
ヘ
ル
（
主
）
」
と
相
手
を
呼
ぴ
、
自
分
こ
そ
そ
の
夫
だ
っ
た
、

「
こ
こ
に
私
、
哀
れ
な
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
一
人
立
つ
」
と
、
ル
タ

ー
な
い
し
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
想
起
せ
し
む
る
言
を
吐
き
、
妻
を
絶

賛
し
た
挙
句
に
再
ぴ
激
し
く
死
神
を
の
の
し
る
。

　
死
神
は
む
ろ
ん
人
間
と
対
等
の
裁
き
の
場
に
立
と
う
と
は
し

な
い
、
「
主
は
主
で
、
僕
は
僕
」
で
あ
る
か
ら
。
し
か
し
已
が
、

公
正
に
思
慮
し
裁
き
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
身
分
も
才

能
も
美
醜
も
年
齢
も
関
わ
り
な
く
、
太
陽
が
善
悪
等
し
く
照
ら

す
よ
う
に
、
何
人
を
も
差
別
し
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
医
薬
も

甲
斐
無
く
、
国
王
も
教
皇
す
ら
も
容
赦
な
い
。
身
の
ほ
ど
を
わ

き
ま
え
、
の
の
し
り
を
や
め
よ
、
「
頭
上
に
刃
を
向
け
る
こ
と
な

か
れ
、
破
片
が
目
に
入
ら
ぬ
よ
う
。
」
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こ
の
第
六
章
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
る
思
想
は
、
い
わ
ゆ
る

「
死
の
舞
踏
、
死
神
踊
り
（
↓
o
守
g
竃
ド
U
彗
8
昌
凹
s
σ
昌
）
」

と
し
て
十
五
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
各
地

で
（
バ
リ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
修
道
院
墓
地
洪
廊
に
始
ま
り
、

バ
ー
ぜ
ル
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ド
修
道
院
回
廊
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
シ

ュ
プ
ロ
イ
橋
、
リ
ュ
ー
ベ
ヅ
ク
の
マ
リ
ア
教
会
、
レ
ヴ
ァ
ル
の

二
三
フ
イ
教
会
な
ど
の
壁
画
、
そ
の
他
、
英
、
伊
、
西
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
な
ど
各
国
に
わ
た
る
。
ま
た
一
方
で
ホ
ル
バ
イ
ン
や
マ

ヌ
ェ
ル
・
ド
イ
チ
ュ
な
ど
の
芸
術
作
品
と
し
て
）
好
ん
で
形
象

化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
バ
リ
の
そ

れ
は
一
四
二
四
年
に
描
か
れ
一
四
八
五
年
に
そ
の
模
写
が
印
刷

さ
れ
た
が
、
こ
れ
と
並
ん
で
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
起
源
の
一
つ
と

み
な
さ
れ
る
「
四
行
詩
に
よ
る
上
ド
イ
ツ
の
死
の
舞
踏
」
（
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
図
書
館
架
蔵
）
テ
キ
ス
ト
は
、
十
四
世
紀
半

ぱ
に
遡
る
と
さ
れ
、
「
ヴ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
死
の
舞
踏
」
と
も
呼

ぱ
れ
る
。
こ
れ
は
死
を
目
前
に
し
た
二
四
身
分
の
人
物
独
白

（
二
行
の
ラ
テ
ン
語
と
四
行
の
ド
イ
ツ
語
翻
訳
）
か
ら
成
る
も

の
で
、
後
か
ら
死
神
の
勧
誘
四
行
が
そ
れ
ぞ
れ
付
け
加
え
ら
れ

一
四
六
五
年
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
版
木
本
に
な
る
。
但
し
こ
の

独
自
体
に
は
更
に
そ
の
淵
源
が
あ
り
、
い
わ
ば
死
の
平
等
を
背

景
に
し
た
身
分
尽
し
と
し
て
十
三
世
紀
来
流
布
し
た
『
死
を
待

つ
我
は
（
＜
φ
o
o
昌
◎
ユ
）
』
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
ヨ
ハ
ネ
ス
が
『
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
』
を
書
い
た

時
点
で
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
・
る
形
で
の
「
死
の
舞
踏
」
は
存

在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
今
世
紀

に
入
っ
て
プ
ラ
ハ
で
発
掘
さ
れ
た
あ
る
古
写
本
の
合
冊
本
が
興

味
あ
る
事
実
を
提
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
六
八
葉
か
ら
成

る
こ
の
合
冊
本
は
、
恐
ら
く
十
四
世
紀
後
半
に
数
人
の
手
で
筆

写
さ
れ
た
七
編
の
作
品
を
含
む
の
だ
が
、
そ
の
中
に
ご
く
短
い

と
は
い
え
「
死
神
の
酷
さ
」
を
論
ず
る
韻
文
及
ぴ
「
死
を
待
つ

我
は
」
に
類
す
る
も
の
が
あ
り
、
且
つ
こ
の
合
冊
本
が
か
つ
て

「
テ
ー
プ
ル
の
ヨ
ハ
ネ
ス
」
所
有
で
あ
っ
た
と
推
定
し
う
る
書

き
込
み
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
各
節
七
行
、
全
二
六

節
の
押
韻
ラ
テ
ン
詩
で
あ
る
前
考
は
、
注
意
を
喚
起
す
る
指
印

が
三
カ
所
に
書
き
込
ま
れ
、
訴
人
と
死
神
の
応
酬
形
式
や
個
々

の
内
容
的
対
応
か
ら
、
ヨ
ハ
ネ
ス
が
「
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
」
創
作

に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
確
率
は
極
め
て
高
い
。
後
老
に
つ
い
て
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は
手
元
に
資
料
が
な
く
判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ

の
合
冊
本
を
研
究
し
た
カ
レ
ル
・
ド
ス
コ
チ
ル
は
同
合
冊
本
中

の
「
現
世
の
軽
視
」
（
聖
ベ
ル
ナ
ー
ル
）
も
『
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
』

第
二
四
章
の
重
要
な
典
拠
と
み
な
し
て
い
る
。

　
「
死
を
忘
れ
る
な
か
れ
（
竃
①
昌
9
8
目
O
ε
」
と
い
う
古
来

の
警
句
が
、
「
死
の
舞
踏
」
と
い
う
表
象
に
変
換
す
る
間
に
、
一

三
四
八
年
に
始
ま
り
十
七
世
紀
に
至
る
ま
で
繰
り
返
し
ヨ
ー
ロ

ヅ
バ
を
襲
っ
た
黒
死
病
（
ペ
ス
ト
）
が
あ
る
こ
と
は
疑
あ
る
ま

い
。
と
り
わ
け
そ
の
最
初
の
流
行
の
猛
威
は
、
各
地
の
年
代
記

に
記
さ
れ
、
ボ
ヅ
カ
チ
オ
の
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
第
一
日
に
ま
ざ

ま
ざ
と
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
で
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
、
鞭
打
行
老
、

舞
踏
病
と
い
っ
た
病
理
的
杜
会
現
象
が
発
生
す
る
傍
ら
、
十
四

世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
総
体
的
人
口
は
激
減
し
、
し
か

も
そ
れ
と
逆
比
例
す
る
よ
う
に
都
市
数
は
増
加
し
て
結
果
的
に

農
村
衰
退
お
よ
び
中
世
後
期
の
農
業
危
機
を
ま
ね
く
。
こ
の
よ

う
な
異
常
は
す
べ
て
を
疫
病
蔓
延
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
、

に
せ
よ
、
そ
れ
と
大
き
な
関
連
が
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。

こ
れ
を
日
常
次
元
で
い
え
ぱ
、
死
が
賢
者
の
言
や
牧
師
の
説
教

に
と
ど
ま
ら
ず
、
圧
倒
的
に
身
近
な
も
の
と
し
て
遍
在
し
た
の

で
あ
る
。
時
に
は
埋
葬
す
ら
満
足
に
行
な
わ
れ
ず
、
何
年
後
か

に
は
満
杯
の
墓
地
か
ら
遺
骨
が
掘
り
起
こ
さ
れ
洗
い
清
め
ら
れ

て
納
骨
室
へ
移
さ
れ
る
。
骸
骨
は
ほ
と
ん
ど
日
常
的
存
在
で
あ

っ
た
。
「
死
の
舞
踏
」
に
描
か
れ
る
死
神
は
、
あ
る
い
は
大
鎌

を
、
あ
る
い
は
笛
や
太
鼓
を
、
あ
る
い
は
砂
時
計
を
持
つ
骸
骨

の
姿
を
と
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
は
屈
し
な
い
。
亡
き
妻
に
つ
い
て
既
に

多
く
の
比
楡
が
玉
を
連
ね
る
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
死

神
の
最
初
の
反
撃
を
受
け
と
め
る
第
七
章
で
は
「
誉
れ
高
い
鷹

が
飛
ぴ
去
っ
て
帰
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
哀
惜
と
賛
美

を
重
ね
、
被
造
物
す
べ
て
の
憎
し
み
、
三
界
の
恨
み
を
死
神
に

集
め
よ
う
と
試
み
る
。
こ
の
「
鷹
」
の
一
旬
は
明
ら
か
に
「
ミ

ン
ネ
ザ
ン
グ
の
春
」
に
名
高
い
キ
ュ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の
詩
を
踏

ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
対
す
る
に
死
神
は
言
う
、
天
上
は
精

霊
が
、
地
獄
は
悪
霊
が
、
そ
し
て
地
上
は
死
神
が
世
々
こ
れ
を

統
べ
る
べ
く
定
め
ら
れ
た
の
は
神
だ
。
過
剰
な
も
の
を
一
掃
す

る
の
は
死
神
の
務
め
に
し
て
、
そ
も
人
祖
以
来
死
滅
す
る
老
が

な
か
っ
た
ら
地
上
世
界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
か
、
と
。

757



一橋論叢 第111巻第4号 平成6年（1994年）4月号　（142

人
口
圧
、
食
料
生
産
性
と
人
口
問
題
は
現
代
に
も
つ
な
が
り
、

死
神
の
言
い
分
に
は
反
論
を
許
さ
ぬ
一
面
の
真
理
が
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
「
愚
か
老
」
と
都
楡
さ
れ
る
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
に
直
接
の

反
論
は
不
可
能
で
、
彼
は
ひ
た
す
ら
情
に
訴
え
、
「
天
の
伯
」
神

の
復
讐
と
懲
罰
を
願
い
、
ま
た
神
に
与
え
ら
れ
た
伴
侶
よ
り
得

た
喜
び
を
称
え
て
、
「
こ
の
回
春
の
泉
（
－
冒
O
q
げ
；
§
9
）
」
の

水
を
汲
ま
ぬ
「
愚
か
者
」
に
何
が
わ
か
る
か
、
と
応
酬
す
る
。

そ
の
言
葉
か
ら
「
知
恵
の
泉
」
の
水
を
飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
と

知
れ
る
、
と
死
神
に
決
め
つ
け
ら
れ
て
も
、
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
は

な
お
三
つ
重
ね
の
修
辞
法
で
妻
を
讃
え
死
神
を
の
の
し
る
の
で

あ
る
。

　
と
、
地
上
の
も
の
は
す
べ
て
う
つ
ろ
い
ゆ
く
定
め
、
と
い
う

一
般
論
だ
け
で
は
培
が
明
か
な
い
と
み
た
死
神
は
突
如
論
法
を

変
え
て
問
う
、
お
前
の
妻
は
初
め
か
ら
「
純
に
し
て
し
っ
か
り

（
冨
ぎ
目
目
O
申
目
自
）
老
」
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
お
前
が
そ

の
よ
う
に
仕
立
て
た
の
か
、
と
。
初
め
か
ら
な
ら
同
じ
よ
う
な

善
き
女
が
他
に
も
居
よ
う
、
お
前
の
力
の
せ
い
な
ら
再
び
育
て

る
こ
と
も
で
き
よ
う
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
執
着
を
捨
て
よ
、
愛

の
果
て
は
苦
し
み
、
喜
ぴ
の
果
て
は
悲
し
み
、
こ
れ
が
地
上
の

定
め
な
の
だ
、
と
。
「
痛
手
の
上
に
廟
笑
」
を
受
け
た
第
士
二
章

の
ア
ヅ
カ
i
マ
ン
は
、
己
が
愚
を
認
め
、
ほ
と
ん
ど
反
論
ら
し

い
反
論
も
で
き
な
い
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
「
御
身
が
私
の
誉

れ
の
略
奪
老
、
喜
ぴ
の
窃
盗
者
、
良
き
暮
ら
し
の
盗
人
…
…
」

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
身
は
寡
男
に
、
子
ら
は
母
無
し

子
に
さ
れ
た
こ
と
を
ひ
た
す
ら
嘆
き
「
契
り
を
殿
つ
」
死
神
の

無
慈
悲
を
嘆
く
。
激
越
な
調
子
は
衰
え
死
神
は
再
ぴ
「
ヘ
ル
」

と
呼
ぴ
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
第
十
四
章
の
死
神
は
こ
れ
を
受
け
て
、
廟
る
よ
り
は
諭
す
よ

う
に
、
愚
か
な
論
議
は
結
局
争
い
と
な
り
敵
意
を
あ
お
り
後
悔

を
招
く
、
と
言
い
、
人
生
の
盛
り
に
死
ぬ
こ
と
こ
そ
幸
せ
、
い

か
に
富
を
積
も
う
と
老
醜
の
重
荷
に
喘
ぐ
老
は
惨
め
、
と
説
く

そ
し
て
こ
こ
に
冒
頭
で
引
用
し
た
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
他
界
の
日
付

「
世
の
始
ま
り
よ
り
数
え
て
六
五
九
九
年
、
人
の
子
の
生
ま
れ

給
い
し
よ
り
千
四
百
年
、
天
国
の
門
番
の
解
放
の
祝
日
」
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
彼
女
が
「
天
国
へ
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
年
」

に
「
永
遠
の
喜
ぴ
、
永
久
の
命
、
果
て
る
こ
と
な
き
平
安
に
」

至
る
よ
う
配
慮
し
た
の
だ
と
死
神
は
述
べ
る
の
で
あ
る
。
「
天

国
へ
の
道
が
云
々
」
は
む
ろ
ん
祝
年
を
意
味
し
て
い
る
が
、
「
六
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五
九
九
年
L
と
は
、
天
地
創
造
よ
り
ノ
ア
の
洪
水
ま
で
を
二
二

四
二
年
、
そ
れ
よ
り
ア
ブ
ラ
ハ
ム
ま
，
で
を
九
四
二
年
、
以
下
ダ

ヴ
ィ
デ
ま
で
を
九
四
〇
年
、
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
ま
で
を
四
八
五
年
、

キ
リ
ス
ト
誕
生
ま
で
を
五
九
〇
年
と
数
え
、
更
に
千
四
百
年
を

加
え
た
も
の
で
、
当
時
は
こ
の
程
度
の
年
数
が
世
界
の
年
齢
と

し
て
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
た
と
え
ぱ
約
百
年

後
の
『
シ
ェ
ー
デ
ル
世
界
年
代
一
記
』
も
こ
の
数
を
記
載
し
て
い

る
。
も
っ
と
も
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
航
海
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
こ
の
書

を
書
い
た
シ
ェ
ー
デ
ル
は
、
こ
れ
よ
り
二
二
四
六
年
少
な
い
別

説
も
併
記
し
て
暗
に
こ
の
年
数
が
不
確
実
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
が
。

　
次
章
（
十
五
）
で
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
が
「
お
た
め
，
こ
か
し
の
口

説
は
罪
人
の
も
の
」
と
言
ふ
の
は
、
死
神
が
前
章
で
「
お
前
の

魂
が
天
国
で
彼
女
の
魂
と
、
ま
た
肉
体
は
地
下
で
彼
女
の
骨
に

添
え
る
よ
う
、
我
ら
が
保
証
し
よ
う
」
と
、
い
わ
ぱ
示
談
の
姿

勢
を
示
し
た
こ
と
に
反
駁
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ア
ヅ
カ

ー
マ
ン
は
一
方
で
神
の
慰
め
と
助
け
を
求
め
つ
つ
、
他
方
で
は

死
神
の
正
体
を
聞
き
だ
そ
う
と
す
る
。
答
え
る
死
神
は
ア
ッ
カ

ー
マ
ン
の
告
訴
が
誤
り
で
あ
り
不
当
で
あ
る
こ
と
を
示
す
べ
く
、

そ
の
素
性
な
い
し
本
性
を
傲
然
と
開
示
す
る
。
そ
れ
は
「
わ
れ

こ
そ
は
告
（
の
）
ら
め
家
を
も
名
を
も
」
と
い
っ
た
勢
い
の
、

死
神
の
優
位
を
示
す
と
同
時
に
、
死
神
が
つ
い
に
ア
ヅ
カ
ー
マ

ン
と
同
じ
裁
き
の
場
に
立
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
我
は
神

の
物
の
具
、
死
の
主
、
仕
事
正
し
岩
草
刈
人
な
り
。
我
が
大
鎌

は
彩
り
鮮
や
か
に
輝
け
る
花
を
も
草
も
も
れ
な
く
刈
り
で

（
…
…
）
そ
が
前
に
色
も
香
り
も
甘
き
汁
も
無
益
な
り
」
、
等
々
。

列
挙
さ
れ
る
色
彩
は
白
、
黒
、
赤
、
茶
、
緑
、
青
、
灰
、
黄
で
、

高
貴
な
紫
が
欠
け
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
唯
一
の
花
の
名
と
し

て
董
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
第
十
章
の
百
合
お
よ
び
バ
ラ
と
と

も
に
、
ス
、
ミ
レ
は
当
時
の
嗜
好
に
最
も
か
な
っ
た
花
で
あ
っ
た
。

死
神
は
更
に
続
け
る
、
「
我
は
無
に
し
て
有
な
り
、
（
：
・
－
）
諸

人
の
宿
命
な
り
、
（
…
…
）
、
わ
が
仮
の
姿
は
口
i
マ
の
さ
る
神

殿
に
描
か
れ
る
も
の
（
…
…
）
、
我
に
出
自
な
く
、
遍
在
に
し
て

非
在
な
り
（
・
－
：
）
、
コ
ノ
笑
ヲ
求
メ
ル
日
ヨ
リ
汝
ラ
ニ
死
ア
ル

ベ
シ
、
と
言
わ
れ
し
時
よ
り
、
我
は
地
と
空
と
海
の
領
主

（
…
…
）
、
我
ら
が
世
の
役
に
立
つ
所
以
は
汝
す
で
に
聞
き
た
り
。

（
詮
議
立
て
を
）
止
め
、
我
ら
が
温
情
あ
る
取
り
計
ら
い
に
感
謝

せ
よ
」
と
。
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死
神
が
同
じ
土
康
に
降
り
て
き
た
こ
と
で
、
十
七
章
の
ア
ッ

カ
ー
マ
ン
は
た
だ
呪
い
嘆
く
だ
け
で
は
な
く
な
り
、
圧
倒
的
な

相
手
の
「
異
な
話
」
に
含
ま
れ
る
矛
盾
を
つ
こ
う
と
す
る
。
公

正
を
装
う
死
神
の
仕
事
が
実
は
不
公
平
で
は
な
い
の
か
。
花
を

刈
る
と
も
ア
ザ
ミ
が
残
り
、
薬
草
が
刈
ら
れ
て
雑
草
が
残
る
。

ネ
ズ
ミ
や
悪
人
が
残
っ
て
、
良
き
人
が
む
し
ろ
奪
わ
れ
る
。
有

能
で
尊
敬
す
べ
き
人
、
年
代
記
に
名
の
あ
る
優
れ
た
人
、
正
し

い
人
は
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。
何
人
も
手
加
減
せ
ず
、
大
鎌

で
刈
り
行
く
、
と
豪
語
さ
れ
た
が
、
私
は
見
た
、
互
い
に
三
千

以
上
の
軍
勢
が
緑
の
荒
野
で
合
戦
す
る
の
を
。
す
ね
ま
で
血
に

つ
か
る
戦
場
で
荒
技
を
ふ
る
う
御
身
は
、
あ
る
老
は
殺
し
、
あ

る
老
は
生
か
し
た
。
死
ん
だ
老
は
下
っ
端
の
兵
よ
り
身
分
あ
る

者
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
が
公
正
な
草
刈
だ
ろ
う
か
、
正
し
い
裁

き
だ
ろ
う
か
。
「
い
や
は
や
、
神
の
法
廷
と
て
こ
れ
ほ
ど
公
正

で
は
あ
り
え
ま
い
、
」
と
い
う
最
後
の
一
句
は
む
ろ
ん
皮
肉
で

あ
る
。
死
神
は
こ
の
皮
肉
に
対
し
て
皮
肉
で
応
酬
す
る
。
は
て

さ
て
、
我
ら
は
忘
れ
て
お
っ
た
、
そ
ち
が
そ
れ
ほ
ど
公
正
な
男
、

お
俸
い
賢
老
だ
っ
た
と
は
。
こ
の
世
が
始
ま
っ
て
以
来
我
ら
は

現
場
に
い
た
が
、
そ
ち
も
全
て
を
見
知
っ
て
い
る
と
は
。
さ
れ

ぱ
そ
ち
の
細
君
を
永
遠
に
生
か
し
て
お
い
て
も
よ
か
っ
た
、
特

別
な
敬
意
の
印
と
し
て
。
こ
の
お
利
口
な
ロ
バ
め
。

　
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
「
悪
魔
は
歳
を
く
っ
て
い
る
」

と
い
う
一
句
が
あ
る
が
、
死
神
は
『
創
世
記
』
以
来
の
様
々
な

例
を
あ
げ
て
経
験
知
（
？
）
を
誇
り
、
乏
し
い
経
験
か
ら
己
の

公
正
ぷ
り
に
疑
惑
を
呈
す
る
相
手
を
一
挙
に
た
た
き
の
め
そ
う

と
す
る
。
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
が
現
場
に
居
た
と
い
う
合
戦
が
何
を

指
す
の
か
、
定
説
も
推
測
の
手
が
か
り
も
な
い
。
一
四
〇
〇
年

ま
で
に
作
老
が
目
撃
す
る
可
能
性
の
あ
る
凄
惨
な
会
戦
と
い
え

ぱ
、
ま
ず
ニ
コ
ポ
リ
ス
の
戦
い
、
ゼ
ン
バ
ヅ
ハ
の
戦
い
、
そ
れ

に
ド
イ
ツ
騎
士
団
お
よ
び
都
市
同
盟
が
関
係
す
る
も
の
が
考
え

ら
れ
る
が
、
規
模
か
ら
い
え
ぱ
キ
リ
ス
ト
教
徒
軍
が
回
教
徒
軍

に
大
敗
し
た
ニ
コ
ポ
リ
ス
の
戦
い
、
地
理
な
い
し
地
政
学
的
に

い
え
ば
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
都
市
同
盟
と
諸
侯
の
戦
い
が
有
力
で

あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
に
は
作
者
の
体
験
に
基
づ
く
発
言
と
い

う
前
提
が
あ
り
、
筆
老
は
組
み
し
な
い
が
『
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
』

を
単
な
る
修
辞
作
品
と
み
な
せ
ぱ
、
無
用
の
詮
索
で
あ
ろ
う
。
・

し
か
し
筆
老
に
は
、
同
じ
く
も
は
や
確
か
め
る
す
べ
の
な
い

「
ロ
ー
マ
の
さ
る
神
殿
」
の
死
神
像
と
同
様
、
作
老
は
こ
れ
を
実
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際
体
験
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
と
い
う

の
は
作
者
ヨ
ハ
ネ
ス
は
マ
ギ
ス
テ
ル
を
名
乗
る
以
上
、
若
い
頃

い
ず
れ
か
の
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
問
違
い
な
い
。
そ
の
場
が

ド
イ
ツ
語
圏
の
プ
ラ
ハ
（
二
二
四
八
年
創
立
）
、
ヴ
ィ
ー
ン
（
一

三
六
五
年
創
立
）
で
あ
る
可
能
性
こ
そ
否
定
で
き
な
い
と
は
い

え
、
神
学
の
牙
城
バ
リ
に
つ
い
て
か
な
り
辛
辣
套
言
及
が
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
推
す
と
、
当
時
の
慣
例
か
ら
し
て
た
と
え
短
期
で

も
イ
タ
リ
ァ
に
も
留
学
し
た
可
能
性
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。

　
作
者
ヨ
ハ
ネ
ス
の
ア
カ
デ
ミ
カ
ー
（
学
卒
老
）
と
し
て
の
片

鱗
は
“
セ
ネ
カ
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ア
ヴ
ィ
ケ
ン
ナ
の
言
及

（
二
〇
、
三
〇
章
な
ど
）
に
も
窺
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

死
神
の
論
拠
と
し
て
、
塑
言
す
れ
ぱ
、
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
た

中
世
的
禁
欲
の
教
義
を
代
表
す
る
名
前
の
例
示
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
注
目
さ
れ
る
の
は
二
〇
章
で
、
美
し
い
女
に
用
心
せ
よ

云
々
な
る
、
本
来
は
教
父
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き

こ
と
ぱ
が
、
伝
本
に
よ
っ
て
ヘ
ル
メ
ス
（
ト
リ
メ
ス
ギ
ス
ト
ス
）

に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
ヘ
ル
メ
ス
文
書
と
し
て
思
想
界

の
伏
流
の
よ
う
に
古
代
末
期
以
来
伝
え
ら
れ
、
や
が
て
バ
ラ
ツ

エ
ル
ズ
ス
に
影
響
を
与
え
る
こ
の
「
予
言
老
」
の
名
が
、
作
老

自
身
の
誤
用
か
写
本
成
立
過
程
で
の
誤
記
に
よ
る
も
の
か
、
興

味
を
そ
そ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
二
〇
章
を
経
た
こ
ろ
か
ら
、
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
は
死
神
を
た
だ

糾
弾
す
る
よ
り
、
納
得
し
き
れ
ぬ
ま
ま
に
肯
定
的
回
答
を
求
め

始
め
る
。
こ
の
苦
痛
、
換
悩
、
憂
愁
を
、
癒
し
、
晴
ら
し
、
追

い
や
る
為
に
、
助
言
し
、
助
力
し
、
助
勢
し
給
え
、
い
か
な
悪

老
と
い
え
ど
多
少
の
善
は
あ
る
も
の
を
、
と
。
し
か
し
死
神
の

シ
ニ
カ
ル
な
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。
我
は
万
人
の
（
命
の
）
収

税
吏
、
そ
も
生
は
死
の
為
に
創
成
さ
れ
た
り
、
苦
悩
は
忘
れ
さ

る
べ
く
、
良
き
愛
の
思
い
出
こ
そ
放
逐
せ
よ
、
と
。
良
き
思
い

出
が
消
え
れ
ぱ
、
そ
の
空
白
を
悪
し
き
思
い
が
埋
め
よ
う
、
（
妻

の
）
肉
体
は
減
ん
で
も
思
い
出
は
生
き
て
い
る
、
ど
う
か
も
っ

と
誠
実
な
助
言
を
、
と
求
め
る
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
に
、
業
を
煮
や

し
た
死
神
が
た
た
き
つ
け
る
の
は
、
す
さ
ま
じ
い
人
間
罵
倒
、

尊
厳
否
定
で
あ
る
。
「
清
ら
か
な
ご
婦
人
方
の
お
許
し
を
願
っ

て
」
死
神
は
吐
ぎ
出
す
、
人
間
な
ん
ぞ
、
罪
の
中
に
受
胎
さ
れ
、

不
浄
で
名
状
し
が
た
い
汚
物
と
と
も
に
母
胎
で
育
ま
れ
、
赤
裸

で
生
ま
れ
る
、
汚
れ
た
蜂
房
、
不
快
、
不
潔
な
汚
物
、
糞
溜
、
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蛆
虫
の
餌
、
廊
・
臭
屋
、
汚
稼
桶
、
腐
肉
、
か
ぴ
の
巣
、
底
抜

け
ザ
ヅ
ク
、
穴
ぽ
こ
袋
、
小
便
袋
、
貧
欲
な
咽
喉
、
臭
気
ふ
ん

ぷ
ん
膠
鍋
、
む
か
つ
く
便
壷
－
…
い
か
に
美
し
い
人
も
そ
の
内

側
は
・
－
－
な
ど
と
読
む
だ
に
聴
く
だ
に
不
快
な
一
面
の
真
実
の

誇
張
が
続
く
。
し
か
し
こ
れ
は
死
神
の
専
売
特
許
と
い
う
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
「
浮
き
世
（
フ
ラ
ウ
・
ヴ
ェ
ル
ト
）
」
と
題
さ

れ
る
寓
意
画
は
、
表
（
面
）
は
美
し
い
容
姿
の
女
性
が
、
背
中

は
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
肉
に
蛆
虫
、
爬
虫
が
う
ご
め
い
て
い
る
姿

に
描
か
れ
る
な
ら
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
現
世
の
あ
ざ
と
さ
、

醜
さ
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
来
世
讃
仰
の
心
を
喚
起
す

る
中
世
キ
リ
ス
ト
教
会
の
定
番
で
あ
っ
た
。

　
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
は
む
ろ
ん
反
駁
す
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
罵

倒
は
創
造
主
の
冒
濱
で
は
な
い
か
。
神
は
万
物
の
長
と
し
て
人

問
を
定
め
ら
れ
た
の
だ
か
ら
。
人
聞
が
そ
の
よ
う
に
侮
蔑
す
べ

き
も
の
、
悪
質
で
不
潔
な
も
の
だ
と
し
た
ら
、
全
能
の
神
の
御

手
は
な
ん
と
み
す
ぽ
ら
し
い
仕
事
を
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
か
、

と
。
人
間
の
五
官
の
素
晴
ら
し
さ
、
な
か
ん
ず
く
頭
と
胸
よ
り

生
ず
る
思
惟
想
念
、
人
間
の
み
の
有
す
る
理
性
を
彼
は
讃
え
る
。

人
間
賛
歌
の
高
揚
の
勢
い
で
彼
は
、
優
位
者
で
あ
る
死
神
に
向

か
っ
て
、
あ
な
た
は
人
間
の
敵
だ
、
だ
か
ら
人
間
の
良
さ
に
一

切
ふ
れ
な
い
の
だ
、
と
す
ら
直
言
す
る
。

　
だ
が
死
神
は
あ
く
ま
で
シ
ニ
カ
ル
な
現
実
老
で
あ
る
。
と
が

め
た
り
、
の
の
し
っ
た
り
、
願
っ
た
り
、
そ
ん
な
こ
と
を
い
く

ら
し
て
も
、
小
さ
な
袋
を
満
た
す
こ
と
も
で
き
ぬ
、
と
相
手
の

言
葉
を
椰
楡
し
つ
つ
、
人
問
の
み
が
行
う
精
神
活
動
の
現
れ
、

諸
学
を
列
挙
し
て
ゆ
き
、
し
か
も
、
そ
ん
な
も
の
は
我
ら
の
は

り
め
ぐ
ら
す
網
の
前
で
は
何
の
甲
斐
も
な
い
、
と
う
そ
ぷ
く
。

挙
げ
ら
れ
る
諸
学
は
、
ま
ず
自
由
七
学
芸
（
文
法
、
修
辞
、
論

理
、
幾
何
、
代
数
、
天
文
、
音
楽
）
、
次
が
哲
学
で
最
後
は
法
学

で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
形
而
下
学
と
で
も
い
う
べ
き
、
名
称
の

奇
妙
な
学
科
が
並
ん
で
い
る
。
後
の
自
然
科
学
の
温
床
と
で
も

い
う
べ
き
占
星
術
や
予
言
術
、
魔
術
や
錬
金
術
な
ど
な
ど
で
あ

る
。
法
学
に
つ
い
て
は
、
変
わ
り
や
す
く
矛
盾
の
多
い
二
と
と
、

法
曹
人
は
良
心
の
な
い
キ
リ
ス
ト
老
、
な
る
決
ま
り
文
句
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
が
、
哲
学
に
対
し
て
は
、
「
知
恵
の
畑
（
ア
ヅ
カ

ー
）
」
と
い
う
、
よ
ろ
ず
否
定
す
る
死
神
に
し
て
は
意
外
な
コ
メ

ン
ト
が
あ
る
。
哲
学
に
関
し
て
は
三
章
後
の
二
九
章
で
も
「
賢

明
な
師
」
と
い
う
形
容
が
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
の
口
か
ら
出
て
い
る
。
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医
学
は
と
も
か
く
、
中
世
諸
学
の
頂
点
と
し
て
の
神
学
が
こ
の

諸
学
リ
ス
ト
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
は
、
右
の
哲
学
の
扱
い
と

あ
わ
せ
て
意
味
深
長
な
感
が
あ
る
。

　
二
七
章
か
ら
三
〇
章
に
か
け
て
の
論
議
は
、
ア
ッ
カ
ー
マ
ン

の
向
後
の
生
き
方
を
念
頭
に
お
い
た
切
実
な
婚
姻
論
、
女
性
論

と
い
え
よ
う
。
死
神
に
よ
っ
て
人
間
の
精
神
的
営
為
と
し
て
の

諸
学
の
空
し
さ
を
乱
暴
に
つ
き
つ
け
ら
れ
た
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
だ

が
、
悪
に
報
い
る
に
悪
を
も
っ
て
す
べ
か
ら
ず
、
と
「
忍
ぶ
の

小
道
」
を
選
ん
だ
彼
は
、
「
宣
誓
の
形
で
」
の
誠
意
あ
る
助
言
を

な
お
相
手
に
求
め
る
。
自
分
が
今
後
い
ず
れ
の
「
（
現
世
の
）
秩

序
」
を
選
ぶ
べ
き
か
、
世
俗
の
そ
れ
か
、
聖
職
者
の
そ
れ
か
、

と
。
こ
の
二
者
択
一
に
対
す
る
助
言
を
求
め
る
彼
の
心
は
特
に

前
者
の
場
合
、
す
な
わ
ち
具
体
的
に
は
再
婚
の
是
非
を
確
認
す

る
こ
と
に
傾
い
て
い
る
。
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
は
必
ず
し
も
作
老
ヨ

ハ
ネ
ス
で
は
な
い
が
、
実
は
作
者
の
父
（
シ
ュ
ト
ヴ
7
の
ヘ
ン

ス
リ
ン
）
は
そ
の
妻
、
す
な
わ
ち
ヨ
ハ
ネ
ス
達
の
母
に
先
だ
た

れ
た
後
、
脱
俗
し
て
聖
職
老
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
な
い
し
ヨ
ハ
ネ
ス
は
い
ま
同
じ
選
択
の
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
迷
い
つ
つ
も
良
き
妻
の
有
難
み
、
婦
人
の
徳
を
口
に
す
る
ア

ッ
カ
ー
マ
ン
に
対
し
て
、
死
神
は
今
度
は
辛
辣
に
妻
女
の
弊
害

を
並
べ
た
て
、
妻
帯
を
否
定
す
る
。
日
く
、
妻
を
め
と
る
や
否

や
男
は
獄
に
入
る
如
し
、
妻
帯
者
は
家
内
に
日
々
雷
雨
と
狐
と

蛇
を
有
す
る
如
し
、
妻
は
常
に
夫
の
座
を
奪
わ
ん
と
し
、
騎
し

歎
き
詔
い
鎌
を
か
け
愛
撫
反
抗
笑
い
泣
き
が
一
瞬
の
う
ち
に
で

き
る
ぱ
か
り
か
、
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
せ
ず
禁
じ
ら
れ
た
こ
と

は
せ
っ
せ
と
行
う
、
な
ど
な
ど
。
要
す
る
に
結
婚
生
活
を
す
る

男
は
処
置
無
し
だ
、
と
。
い
さ
さ
か
偏
見
に
と
ら
わ
れ
た
こ
の

よ
う
な
女
性
観
は
、
し
か
し
、
教
父
時
代
以
来
つ
ち
か
わ
れ
た

教
会
の
禁
欲
的
で
ア
ン
チ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
傾
向
を

反
映
し
極
端
に
表
現
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
立
場
か
ら
す

れ
ぱ
、
女
性
の
理
想
は
未
婚
の
処
女
の
ま
ま
神
に
仕
え
る
こ
と

で
あ
り
、
寡
婦
の
修
道
女
志
願
は
次
善
の
道
、
既
婚
婦
人
は
も

っ
ぱ
ら
機
能
主
義
的
意
義
、
す
な
わ
ち
子
を
産
み
育
て
夫
に
従

う
も
の
と
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ぱ
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
は
結
婚
生
活
に
お
け
る
性
交
の
「
罪
」
を
子
孫
と
貞
節
と

秘
蹟
を
理
由
に
あ
げ
て
是
認
す
る
が
、
そ
れ
は
子
孫
育
成
と
姦
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淫
防
止
を
婚
姻
の
主
目
的
と
す
る
消
極
的
で
や
む
を
え
ざ
る
肯

定
と
い
え
よ
う
。

　
肉
体
と
精
神
の
二
元
論
に
基
づ
く
こ
の
教
父
時
代
以
来
の
禁

欲
的
男
女
観
は
、
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
や
ト
マ
ス
．

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
時
代
に
な
る
と
、
肉
体
的
、
能
力
的
、
．
発
生
史

的
に
劣
位
に
あ
る
も
の
と
し
て
の
女
性
観
と
し
て
定
着
す
る
。

そ
し
て
そ
の
一
方
で
処
女
性
と
聖
母
性
を
具
現
す
る
思
慕
の
対

象
マ
リ
ア
の
崇
拝
が
十
二
世
紀
頃
よ
り
広
ま
り
、
他
方
一
〇
二

四
年
バ
ヴ
ィ
ア
の
教
会
会
議
の
結
果
を
ふ
ま
え
た
教
皇
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
八
世
の
教
勅
に
よ
り
聖
職
老
の
独
身
が
義
務
付
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
特
に
後
者
に
関
し
て
は
ア
ル
プ
ス
以
北
、
中
部

ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
在
地
・
在
俗
の
教
区
司
祭
の
立
場
は
複
雑
だ
う

た
。
彼
ら
は
教
区
に
付
属
す
る
聖
職
禄
と
し
て
の
農
地
や
菜
園
、

家
政
の
仕
事
も
み
る
必
要
が
あ
σ
、
そ
の
補
助
老
を
得
る
意
味

で
も
妻
帯
老
で
あ
る
の
が
む
し
ろ
常
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
厳
格

な
独
身
性
に
は
元
来
低
抗
が
あ
っ
た
。
結
局
、
家
政
婦
や
賄
い

の
形
で
同
居
者
を
お
き
、
そ
れ
が
ま
た
時
に
破
戒
な
い
し
弊
害

と
な
り
、
時
に
い
わ
れ
な
き
悪
評
と
な
っ
て
、
聖
職
老
の
権
威

失
墜
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
十
五
世
紀
は
そ
の
よ
う
な
建
て
前

と
実
態
の
間
の
緊
張
と
矛
盾
が
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期

で
あ
り
、
や
が
て
ル
タ
ー
派
の
聖
職
老
妻
帯
是
認
と
婚
姻
の
秘

蹟
否
定
に
つ
な
が
る
と
い
え
よ
う
。

　
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
プ
の
『
婚
姻
是
非
論
』
（
一

四
七
二
年
）
は
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
、
婚
姻
の
意
義

を
積
極
的
に
肯
定
す
る
、
聖
堂
参
事
会
員
に
よ
る
啓
蒙
書
と
し

て
公
刊
さ
れ
た
点
で
注
目
に
値
す
る
。
加
う
る
に
こ
の
書
は
、

『
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
』
刊
本
同
様
、
活
版
印
刷
初
期
（
揺
藍
本
時

代
）
の
、
知
的
公
用
語
ラ
テ
ン
語
に
よ
ら
ず
俗
語
な
い
し
国
民

的
母
語
と
し
て
の
ド
イ
ツ
語
の
散
文
に
よ
る
書
物
と
し
て
、
ま

た
ス
コ
ラ
学
に
対
す
る
人
文
主
義
思
潮
の
先
駆
的
書
物
と
し
て

注
目
さ
れ
る
の
で
．
あ
る
。
ア
イ
プ
は
一
四
二
〇
年
に
生
ま
れ
た

が
、
エ
ァ
フ
ル
ト
や
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
で
学
ん
だ
後
、
前
後
十

六
年
間
を
イ
タ
リ
ア
で
過
、
こ
し
、
バ
ヴ
ィ
ア
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、

バ
ド
ゥ
ア
の
大
学
で
法
学
と
人
文
学
（
フ
マ
ニ
オ
ー
ラ
）
を
修

得
し
両
法
博
士
と
な
っ
て
、
バ
ン
ベ
ル
ク
や
ア
イ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ

ト
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
、
ヴ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
座
聖
堂

主
席
助
祭
な
ど
を
務
め
て
い
る
。
三
十
歳
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
著
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作
に
芯
従
事
す
る
が
、
当
初
は
す
べ
て
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
著
述

で
あ
っ
た
も
の
が
、
『
婚
姻
是
非
論
』
を
転
機
に
ド
イ
ツ
語
を
思

考
と
表
現
の
手
段
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
プ
ラ
ウ
ト
ゥ

ス
や
ウ
ゴ
リ
ー
ノ
の
翻
訳
も
試
み
ら
れ
る
。

　
あ
え
て
訳
せ
ぱ
、
「
そ
も
男
子
の
身
に
妻
は
め
と
ら
れ
る
べ

き
か
否
か
」
と
い
う
意
味
の
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
『
婚
姻
是
非
論
』

は
、
治
安
と
民
政
に
資
す
る
よ
う
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
と
そ
の

参
事
会
に
献
呈
さ
れ
る
形
を
と
り
、
こ
の
献
辞
の
あ
と
の
本
文

は
三
部
構
成
を
成
し
て
い
る
。
第
一
部
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
キ
ケ

ロ
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
か
ら
ベ
ト
ラ
ル
カ
に
至
る
結
婚
否
定

な
い
し
消
極
論
の
紹
介
で
始
ま
り
、
子
の
有
無
や
貧
富
と
女
性

な
ど
に
ふ
れ
る
が
、
こ
の
書
の
中
心
と
な
る
第
二
部
で
は
子
孫

育
成
と
姦
淫
防
止
と
い
う
伝
統
的
な
発
想
を
述
べ
た
上
で
、
ポ

ッ
カ
チ
オ
の
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
の
一
部
翻
訳
（
ボ
ヅ
カ
チ
オ
の

ド
イ
ツ
語
初
訳
）
な
ど
が
添
え
ら
れ
て
読
者
の
姿
勢
を
ほ
ぐ
し
、

「
婚
姻
讃
美
」
と
題
す
る
第
六
節
、
そ
し
て
女
性
の
品
位
と
優
秀

さ
を
讃
え
た
第
七
節
が
続
い
て
い
る
。
第
三
章
は
披
露
宴
を
念

頭
に
お
い
た
宴
会
一
般
論
に
次
い
で
病
や
不
運
へ
の
対
処
に
ふ

れ
る
が
、
す
で
に
前
章
の
斬
新
な
印
象
は
去
り
、
や
や
散
漫
な

付
録
の
感
を
否
め
な
い
。
こ
の
『
婚
姻
是
非
論
』
の
眼
目
と
も

い
う
べ
き
件
り
が
第
二
章
第
六
節
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
聖
堂
参

事
会
員
ア
イ
プ
は
、
教
会
の
禁
欲
的
正
統
論
の
伝
統
に
反
し
、

婚
姻
の
積
極
的
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
主
張
は
、

婚
姻
は
恥
ず
べ
き
こ
と
で
は
な
く
む
し
ろ
名
誉
あ
る
事
に
し
て
、

貞
節
の
為
の
み
な
ら
ず
「
邦
と
町
と
家
の
為
に
も
」
有
益
で
あ

り
、
か
つ
魅
力
に
満
ち
た
甘
美
な
る
事
な
り
、
と
要
約
さ
れ
よ

う
。
特
に
こ
の
第
三
の
肯
定
理
由
に
関
連
し
て
、
幸
不
幸
を
わ

か
ち
合
い
互
い
に
か
わ
す
父
、
母
、
子
と
い
う
名
辞
ほ
ど
喜
ぱ

し
く
甘
美
な
も
の
は
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
主
旨
の
こ
と
ぱ
が
み

ら
れ
、
独
身
の
聖
堂
参
事
会
員
の
こ
と
ぱ
と
し
て
や
や
意
外
で

あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
新
し
い
家
族
観
の
芽
生
え
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
婚
姻
に
イ
エ
ス
の
祝
福
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
『
ヨ
ハ
ネ
伝
』
の
「
カ
ナ
の
婚
礼
」
を
ひ
い
て
い
る

こ
と
も
ル
ネ
ヅ
サ
ン
ス
絵
画
の
題
材
と
の
関
連
か
ら
興
味
深
い
。

な
お
ほ
ぽ
同
時
代
に
結
婚
の
愚
を
－
そ
の
意
味
で
伝
統
的
女

性
観
、
結
婚
観
に
た
つ
1
皮
肉
な
筆
致
で
述
べ
た
フ
ラ
ン
ス

の
『
結
婚
十
五
の
喜
ぴ
』
は
、
前
代
と
異
な
り
「
目
で
読
ま
れ

る
こ
と
」
を
前
提
に
書
か
れ
「
文
章
の
長
文
化
、
構
文
の
複
雑
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化
L
を
招
い
て
い
る
事
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
ア
イ
プ
の

是
非
論
』
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。

『
婚
姻

　
さ
て
死
神
の
痛
烈
な
女
性
誹
講
を
浴
び
せ
か
け
ら
れ
た
ア
ヅ

カ
ー
マ
ン
は
、
俄
然
熱
烈
に
女
性
賛
美
に
転
じ
、
婦
人
を
お
と

し
め
る
老
は
自
ら
が
お
と
し
め
ら
れ
る
、
女
性
の
舵
取
り
・
援

助
な
く
し
て
幸
せ
な
進
路
な
し
、
と
賢
老
の
書
に
あ
る
と
断
じ
、

「
妻
子
を
も
つ
は
並
々
な
ら
ぬ
地
上
の
幸
福
、
こ
の
真
理
を
も

っ
て
か
の
慰
め
多
き
ロ
ー
マ
人
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
に
、
哲
学
の
女

神
は
（
心
の
）
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
た
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は

勿
論
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
哲
学
の
慰
め
』
を
意
味
し
、
右
に
述

べ
た
ア
ィ
プ
の
婚
姻
論
の
主
旨
に
も
通
ず
る
が
、
ど
う
や
ら

『
哲
学
の
慰
め
』
第
二
巻
第
四
節
、
獄
中
の
作
者
を
哲
学
の
女
神

が
「
訪
れ
」
、
義
父
、
妻
、
二
人
の
息
子
と
い
う
「
残
さ
れ
た
財

宝
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
く
だ
り
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
ら
し

い
。
次
い
で
畳
か
け
る
勢
い
で
続
く
の
は
、
男
性
の
徳
性
を
高

め
る
も
の
と
し
て
不
可
欠
な
女
性
の
賛
美
で
あ
り
、
ま
さ
に
中

世
盛
期
の
ミ
ン
ネ
ザ
ン
ク
の
呼
吸
で
あ
る
。
死
神
は
こ
の
極
端

な
賛
美
を
た
し
な
め
、
藁
山
を
本
物
の
山
と
、
ド
ナ
ウ
河
を
海

と
、
ト
ン
ビ
を
鷹
と
み
る
よ
う
な
も
の
と
椰
楡
し
、
盛
老
必
衰
、

す
べ
て
は
無
常
、
王
老
も
美
男
美
女
も
、
勇
者
も
賢
老
も
、
汝

も
諸
人
も
、
す
べ
て
去
り
ゆ
く
も
の
、
こ
こ
（
地
上
）
に
残
り

留
ま
る
あ
る
じ
は
死
神
、
と
う
そ
ぷ
く
。

　
三
；
阜
は
こ
れ
を
受
け
た
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
最
後
の
反
論
で
あ

り
、
攻
撃
で
あ
る
。
彼
は
相
手
の
論
拠
の
矛
盾
を
つ
こ
う
と
す

る
。
あ
な
た
は
（
十
六
章
で
）
言
わ
れ
た
、
（
無
に
し
て
）
有
、

精
霊
に
あ
ら
ず
、
生
命
の
終
わ
り
、
地
上
を
任
さ
れ
た
も
の
、

と
。
今
あ
な
た
は
言
う
、
私
共
は
す
べ
て
去
り
ゆ
き
、
あ
な
た

が
残
る
あ
る
じ
だ
と
。
し
か
し
生
が
な
け
れ
ぱ
死
も
な
い
で
は

な
い
か
、
地
上
が
す
べ
て
死
に
絶
え
れ
ば
死
神
は
ど
こ
へ
い
く

の
か
。
精
霊
で
は
な
い
な
ら
天
へ
は
昇
ら
ず
、
地
獄
へ
お
ち
る

の
か
。
地
上
（
現
世
）
の
も
の
が
、
あ
な
た
が
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

す
べ
て
悪
質
で
無
駄
で
つ
ま
ら
ぬ
の
な
ら
、
そ
れ
は
全
能
の
創

造
主
が
無
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
ま
い
か
。
あ
な
た
は
言
わ
れ

た
、
お
よ
そ
地
上
の
生
命
体
は
す
べ
て
終
わ
り
あ
り
、
と
。
し

か
し
プ
ラ
ト
ン
そ
の
他
の
賢
老
は
言
う
、
あ
る
も
の
の
崩
壊
は

別
の
も
の
の
誕
生
、
す
べ
て
の
も
の
は
再
生
に
基
づ
き
、
万
物
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の
変
遷
流
転
す
る
作
用
は
無
限
だ
と
。

　
ト
ル
コ
軍
に
攻
撃
さ
れ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
か
ら

亡
命
し
た
学
老
達
に
よ
っ
て
多
く
の
ギ
リ
シ
ャ
語
文
献
が
イ
タ

リ
ア
に
も
た
ら
さ
れ
る
ま
で
、
プ
ラ
ト
ン
の
薯
作
は
ラ
テ
ン
訳

の
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
篇
』
が
西
欧
に
知
ら
れ
る
ほ
と
ん
ど
唯
一

の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
が
マ
ル
シ
リ

オ
・
フ
ィ
チ
ー
ノ
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
る
の
は
十
五
世
紀
も
末

の
こ
と
で
あ
る
。
『
ア
ヅ
カ
ー
マ
ン
』
の
作
老
が
プ
ラ
ト
ン
に

精
通
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
名
に
よ
っ
て
作

者
は
こ
こ
に
、
「
最
後
の
審
判
」
を
想
定
す
る
キ
リ
ス
ト
教
思
想

と
は
あ
い
い
れ
な
い
論
拠
を
提
示
し
て
い
る
。

　
三
二
章
に
お
け
る
死
神
の
最
後
の
弁
論
に
は
も
は
や
蟻
笑
の

け
た
た
ま
し
さ
は
な
く
、
む
し
ろ
沈
欝
な
響
き
さ
え
あ
る
。
地

上
の
も
の
は
す
べ
て
無
常
性
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
、

と
こ
ろ
が
世
は
逆
立
ち
し
て
お
り
、
悪
が
は
ぴ
こ
り
、
人
は
虚

栄
の
営
み
を
重
ね
て
い
る
。
富
を
得
れ
ば
更
に
望
み
、
略
奪
し

戦
争
す
る
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
風
に
我
ら
死
神
に
捕
ら

わ
れ
る
か
、
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
の
に
。
す
べ
て
は
空
し
い
の
だ
。

嘆
く
の
は
や
め
よ
。
世
俗
・
聖
職
い
ず
れ
の
身
分
を
選
ぼ
う
と
、

苦
し
み
と
空
し
さ
は
つ
き
ま
と
う
。
だ
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
悪

を
避
け
善
を
心
が
け
平
安
を
求
め
よ
。
地
上
の
物
質
よ
り
清
ら

か
な
良
心
を
。
我
ら
が
そ
ち
に
正
し
い
助
一
言
を
し
た
証
に
、
永

遠
な
る
神
の
裁
定
を
あ
お
ぐ
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
う
し
て
第
三
三
章
の
神
の
裁
定
と
な
る
の
だ
が
、
そ
の
内

容
は
二
つ
、
四
季
の
争
い
の
比
楡
と
本
来
の
判
定
で
あ
る
。
四

季
の
争
い
は
、
ナ
イ
ト
ハ
ル
ト
の
詩
や
謝
肉
祭
劇
な
ど
に
よ
く

み
ら
れ
る
中
世
後
期
の
人
気
テ
ー
マ
で
、
擬
人
化
さ
れ
た
夏
と

冬
、
春
夏
秋
冬
が
互
い
に
そ
の
優
劣
を
論
じ
あ
う
も
の
。
ア
ヅ

カ
ー
マ
ン
と
死
神
の
争
い
も
そ
れ
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
失
っ

た
者
を
嘆
く
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
も
、
（
レ
ー
ン
と
し
て
）
与
え
ら
れ

た
支
配
権
を
誇
る
死
神
も
、
い
ず
れ
も
神
の
手
か
ら
そ
れ
を
受

け
取
っ
た
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
か
．
れ
、
と
釘
を
さ
し
た

上
で
、
神
は
裁
定
を
下
す
。
あ
る
い
は
悲
し
み
の
故
に
、
あ
る

い
は
真
実
の
故
に
、
両
者
と
も
に
良
く
戦
っ
た
。
告
発
者
は
栄

誉
を
、
死
神
は
勝
利
を
得
る
が
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
生
命
は
死

神
に
、
肉
体
は
大
地
に
、
そ
し
て
魂
は
我
が
手
に
委
ね
ら
れ
る

べ
き
も
の
ゆ
え
。
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こ
の
三
三
章
の
後
に
設
け
ら
れ
て
い
る
、
妻
マ
ル
ガ
レ
ー
テ

を
悼
む
別
章
に
つ
い
て
は
既
に
ふ
れ
た
。
筆
者
は
最
後
に
改
め

て
、
死
神
が
典
型
的
な
中
世
的
世
界
観
、
彼
岸
（
来
世
）
志
向

の
立
場
か
ら
の
現
世
観
を
代
弁
し
て
い
る
と
す
れ
ぱ
、
ア
ッ
カ

ー
マ
ン
は
私
的
か
つ
萌
芽
的
で
は
あ
る
が
、
新
し
い
世
界
観
、

此
岸
（
現
世
）
志
向
の
立
場
を
代
弁
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
作
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ

ン
・
テ
ー
プ
ル
が
プ
ラ
ハ
の
友
人
べ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
ト
ヒ
ル
シ

ュ
宛
の
献
呈
の
手
紙
の
中
で
自
作
を
「
修
辞
作
品
」
と
呼
ん
で

い
る
の
は
、
一
部
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
、
内
容
な
い
し
思
想

性
よ
り
形
式
な
い
し
修
辞
技
術
に
の
み
重
点
が
あ
る
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、
ス
コ
ラ
学
老
の
「
弁
証
法
」
に
代
わ
る
人
文
主

義
の
「
修
辞
法
」
を
意
識
し
た
こ
と
ぱ
で
あ
る
、
と
考
え
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
神
の
裁
定
を
仰
ぐ
の
は
旧
態
依
然
で
お

か
し
く
は
な
い
か
と
い
う
反
論
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
そ
れ
に
対

し
て
は
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
も
や
や
似
た
よ
う
な
、
文

学
的
虚
構
と
し
て
の
枠
組
み
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
「
否
定
す

る
精
神
」
メ
フ
ィ
ス
ト
と
死
神
に
ど
こ
と
な
く
似
通
っ
た
面
が

あ
る
こ
と
を
付
言
レ
て
お
こ
う
。
ち
な
み
に
死
神
が
必
ず
し
も

中
世
の
亡
霊
と
の
み
言
い
切
れ
ぬ
こ
と
は
、
戦
後
文
学
の
旗
手

の
一
人
ノ
サ
ヅ
ク
が
『
死
神
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
』
と
い
う
短

編
で
徴
妙
に
描
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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